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日高市市民参加推進会議録 

 

日時 令和７年３月13日（木） 午後２時00分～午後３時50分 

場所 日高市役所１階 101会議室 

公開・非公開 公開 

出席者 
庭田文近会長、黒木美來副会長、佐々木良亨委員、新堀祐蔵委員、 

坂巻景子委員、瀧澤恵利子委員 

欠席者 樋口麻子委員、荒井美穂委員 

説明員 

保健相談センター保健相談担当主幹 田中恵美 

保健相談センター健幸のまち推進担当主幹 北野新二 

政策秘書課企画調整担当主幹 山下達也 

財政課施設管理担当主幹 清水寿 

危機管理課交通安全・防犯担当主幹 石井弘和 

環境課生活環境担当主査 廣地一彬 

環境課生活環境担当主任 木村郁哉 

障がい福祉課障がい福祉担当主幹 樋口真也 

長寿いきがい課高齢者支援担当主幹 米澤和成 

総務課人権推進・市民活動担当主幹 志田泰彦 

事務局職員 

総務部長 相磯剛啓 

総務課長 大河原裕之 

総務課人権推進・市民活動担当主幹 志田泰彦 

総務課人権推進・市民活動担当主任 小堺洋輔 

傍聴者 なし 

議題 

１．令和６年度市民参加手続の実施実績について 

２．令和７年度市民参加手続の実施予定について 

３．市民参加手続ガイドライン（案）の策定について（答申） 

会議資料 

１.令和６年度第３回市民参加推進会議次第 

２.令和６年度第３回市民参加推進会議審議案件一覧（事務局一括報告） 

３.令和６年度第３回市民参加推進会議審議案件一覧（各課報告） 

４.令和６年度第３回市民参加手続実施実績・予定シート 

５.市民参加手続ガイドライン（案） 

６.市民参加手続の見直しについて（答申） 
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１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

（１）令和６年度市民参加手続の実施実績、（２）令和７年度市民参加

手続実施予定について 

 

【事務局一括報告】 

＝令和６年度実績報告のみの案件について事務局より一括報告＝ 

 

【各課報告】 

１．令和６年度実績『歯科口腔保健の推進に関する条例』および２．

令和７年度予定『新型インフルエンザ等対策行動計画』について 

＝保健相談センター説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

質疑なし 

 

３．令和６年度実績『第６次日高市総合計画後期基本計画』、４．令和

７年度予定『第６次日高市総合計画後期基本計画』、５．令和６年度実

績『令和６年度まちづくり市民アンケート』、６．令和７年度予定『令

和７年度まちづくり市民アンケート』、８．令和６年度実績『第３期日

高市まち・ひと・しごと創生総合戦略』、令和７年度予定『第３期日高

市まち・ひと・しごと創生総合戦略』について 

＝政策秘書課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 市民ワークショップと学生によるワークショップを実施している

が、このワークショップで得られた成果はどのように計画に生かさ

れているか。 

 市民ワークショップで討議した内容である「地域や市民が実施する

こと」を行政が実施することと並列して計画書の中に盛り込んでい

くことを予定している。学生によるワークショップは、アイデア出

しの要素を含んでおり、意見を可能な限り反映できるよう努める。 

 アンケートについて、紙媒体と電子媒体どちらの方が回収率が良い

か。 

 67歳以下へはハガキを送付し、ハガキに記載の二次元コードから電

子媒体で回答する。電子媒体での回答ができない方は、紙媒体を送

るという建付けで行った。結果としては、紙媒体の方が回収率は良

い。ハガキの場合、その形状から他のものと紛れて気付かれにくい

。第６次日高市総合計画後期基本計画のアンケートの回答率は非常
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に高かった。理由は、大きい封筒で送付したため、目立つことから

回収率が高くなったと分析している。 

 年齢的には、若い方、シニアの方、どちらの回答が多かったか。 

 傾向としては、シニアの方の回答率が高い。 

 若い方からの回収率を上げるための対策は。 

 第６次日高市総合計画後期基本計画では、封筒を目立つ色に変更す

るなどの対策を講じた。結果、回収率を上げることができた。 

 

９．令和６年度実績『日高市学校跡地個別活用計画（旧武蔵台中学校、

旧高根中学校）』、10．令和７年度予定『日高市学校跡地個別活用計画

（旧高麗小学校）』、11．令和７年度予定『日高市公共施設再編計画・

長寿命化計画（仮称）』について 

＝財政課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 計画等閲覧場所について、学校に置くことはできないか。今まで置

いていたことはないか。 

 置いたことはない。市ホームページでも掲載しているため誰でも意

見を提出できる状況は作っている。学校に置くことについては市民

参加推進担当課と相談していく必要がある。 

 売却時の買戻し特約について、これは市民コメントがあったため反

映した内容か、それとも市民コメント前から計画していた内容か。 

 事前に検討していた。他の自治体の事例を見ながら、リスクを総合

的に勘案し、準備を進めている。 

 

12．令和６年度実績『地域公共交通活性化推進事業（地域公共交通計

画）』、13．令和６年度実績『地域公共交通活性化推進事業（乗合タク

シー運賃）』、14．令和７年度予定『地域公共交通活性化推進事業（お

でかけワゴン）』について 

＝危機管理課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

質疑なし 

 

15．令和６年度実績『第２次日高市環境基本計画（見直し）』、16．令

和７年度予定『第２次日高市環境基本計画（見直し）』、17．令和７年

度予定『日高市排水処理基本計画(策定)』について 

＝環境課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 審議会の公募委員数６名は他の審議会よりも多く良いことだが、公

募の人数が少なかった場合どうするか。 

 定数は15名以内で、現在14名のため上限に対して1名欠けている。
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可能な限り上限を保つよう努める。 

 アンケートについては無作為抽出という理解で良いか。 

 無作為抽出であるが、市内の単独処理浄化槽、汲み取り槽を使用し

ている家庭を選ぶ予定である。 

 市民コメントについて、実施時期が12月頃で公表が３月頃となって

いる。他の課が実施している市民コメントについては概ね実施時期

の翌月に公表している。もっと早い方が良いのでは。 

 早い方が良いため、調整してなるべく早い回答に努める。 

 アンケートについて、電子媒体でも回答可能か。 

 委託業者を使う予定であり、電子媒体で回答可能か協議していく。 

 

18．令和６年度予定『手話言語条例制定事業』、19．令和７年度実績『

第８期日高市障がい者計画・障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計

画』について 

＝障がい福祉課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 公募が０名となっているがその理由は。 

 委員の構成は、聴覚障がい者、手話サークル、日高市社会福祉協議

会から選んでいるが、条例制定のスケジュールの都合上公募はして

いない。公募でなく、委員の構成人数が９名と理解いただきたい。 

 アンケートについて、回答しやすくする工夫、アンケートの内容を

伝える工夫を聞きたい。 

 委託によるアンケートになるが、過去に実施したアンケートも踏ま

えてわかりやすくするよう努める。 

 

20．令和７年度予定『第10期日高市高齢者福祉計画・介護保険事業計

画』について 

＝長寿いきがい課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

質疑なし 

 

21．令和６年度実績『第６次日高市男女共同参画プラン』、22．令和７

年度予定『第６次日高市男女共同参画プラン』について 

＝総務課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 アンケートの回収率が高いが何か対策を行ったか。 

 設問を回答しやすいように配慮した。また、紙媒体だけでなく、電

子媒体での回答も取り入れた。さらに、期間中礼状送付と同時に回

答をお願いした。 
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（３）市民参加手続ガイドライン（案）の策定について（答申） 

＝事務局説明＝ 

市民参加手続ガイドライン（案）の策定について、令和４年度第２回

市民参加推進会議において、ガイドライン（案）の方向性を決定してか

ら、これまでの会議で進捗状況、策定スケジュール等の報告、またガイ

ドライン（案）の内容について審議いただいてきた。 

既にガイドライン（案）を審議いただいているが、日高市市民参加条

例第16条第２項２号により、市民参加推進会議は「市民参加推進に関す

る基本的な事項について市長の諮問に応じ、調査・審議し、意見を述べ

る機関である」ため、改めて市長からの諮問書を会長あてお渡しする。

本日は、市民参加推進会議として、この諮問に対する答申案について審

議いただきたい。 

 

 答申（案）について、意見、質疑等があれば発言願いたい。 

意見、質疑等なし 

 意見、質問がないようですので、配布した答申（案）の内容で答申

する。答申書は、後ほど事務局を通じて市長へ提出する。 

 ガイドラインは、令和７年４月１日から運用開始する予定で、庁内

への周知は、庁内電子回覧板で行う。 

 

４ その他 

なし 

 

５ 閉会 

 以上で令和６年度第３回日高市市民参加推進会議を閉会とする。 

 

会議終了。 

（閉会）  


